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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
本
で
確
認
さ

れ
て
か
ら
１
年
半
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
変

異
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ
り
そ
の
勢
い
は
一
向
に
衰

え
る
こ
と
な
く
収
束
の
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

皆
様
も
何
か
と
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
新
退
教
も
昨
年
に
続
い
て

総
会
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

６
月
現
在
、
首
都
圏
や
関
西
圏
で
３
度
の
「
緊
急

事
態
宣
言
」
等
が
発
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
他
の
道
県
に

も
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
感
染
が
蔓
延
し
、

医
療
体
制
が
逼
迫
し
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
の
有
効

性
は
接
種
先
進
国
で
実
証
さ
れ
早
い
接
種
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
当
初
菅
首
相
は
、
今
年
の
前
半
ま
で

に
全
て
の
国
民
に
ワ
ク
チ
ン
を
提
供
で
き
る
数
量
を

確
保
す
る
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
空
手
形
で
し
た
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
や
っ
と
２
月
に
医
療
従
事
者
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
５
月
下
旬
に
な
っ
て
も
完
了

し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
高
齢
者
へ
の
接
種
は
５
月

に
始
ま
り
ま
し
た
が
、
予
約
で
混
乱
す
る
な
ど
接
種

は
遅
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
、
菅
首
相
は
唐
突
に
高

齢
者
へ
の
接
種
を
７
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
と
明
言

し
ま
し
た
。
早
く
接
種
で
き
る
こ
と
に
異
論
は
な
い

の
で
す
が
、
今
の
医
療
状
況
を
考
慮
す
る
と
無
理
が

あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
無
理
な
計
画
は
、
ど
う
も
東

京
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
実
施
も
影
響
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

直
近
の
世
論
調
査
で
内
閣
不
支
持
が
支
持
を
大
き

く
上
回
っ
た
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
要
因

は
直
接
の
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
や
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
対
応
等
が
支
持
さ
れ
て
い
な
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
注
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
４
月
の
世
論
調
査
で
す
。
新
型
ウ
イ
ル
ス
な
ど

の
感
染
症
や
大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
た
め
の
内
閣

の
権
限
強
化
や
私
権
制
限
が
想
定
さ
れ
る
緊
急
事
態

条
項
の
新
設
を
容
認
す
る
「
憲
法
改
正
」
の
声
が
反

対
を
上
回
っ
た
の
は
感
染
の
不
安
を
反
映
し
た
結
果

と
言
え
ま
す
。
折
し
も
自
民
党
の
下
村
博
文
政
調
会

長
は
、「
…
コ
ロ
ナ
の
ピ
ン
チ
を
逆
に
チ
ャ
ン
ス
に

変
え
る
べ
き
だ
」
と
国
民
が
コ
ロ
ナ
感
染
症
で
苦
し

ん
で
い
る
状
況
下
で
の
発
言
は
不
謹
慎
と
の
報
道
が

あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
安
倍
政
権
を
引
き
継
い
だ
菅

政
権
の
「
改
憲
」
に
対
す
る
本
音
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
に
多
額
の
財
政
支
出
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
し
わ
寄
せ
は
、
更
な
る
増
税
や
社

会
保
障
の
負
担
増
な
ど
国
民
生
活
に
直
結
し
ま
す
。

条
件
は
あ
り
ま
す
が
、
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
２

割
負
担
の
引
き
上
げ
は
そ
の
一
歩
と
言
え
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
、「
明
け
な
い
夜
は
な
い
」
と
言
い
ま
す
。

明
日
が
文
字
通
り
明
る
い
日
と
す
る
た
め
に
も
私
た

ち
新
退
教
の
会
員
は
、
今
の
状
況
を
注
視
し
、
で
き

る
こ
と
を
新
教
組
と
共
に
協
力
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

ア
フ
タ
ー　

コ
ロ
ナ

新
退
教
会
長

大　

坂　

和　

夫



新 退 教 通 信 （2）

退
任
に
あ
た
り

退
任
の
あ
い
さ
つ

第184号 2021年７月１日
　

新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
今
年
度

も
５
月
の
総
会
は
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の

た
め
、
総
会
議
案
を
各
支
部
に
送
り
、
書
面
表
決
し

て
い
た
だ
き
、
原
案
通
り
承
認
と
な
っ
た
。

　

長
引
く
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
に
よ
っ
て
、
日
本
の
脆

弱
さ
も
露
呈
し
て
き
た
。
次
世
代
や
未
来
の
た
め
に
、

私
た
ち
高
齢
者
は
も
っ
と
発
言
し
行
動
し
た
い
。

　
　
　
［
会
計
報
告
］　
４
ｐ
参
照

　

諸
行
事
中
止
に
よ
り
出
費
は
大
幅
に
減
っ
た
。
中

止
の
際
、「
そ
の
分
を
５
０
周
年
記
念
事
業
に
回
し

た
ら
」
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
で
、
12
月
の

支
部
代
表
者
会
（
文
書
に
よ
る
）
に
諮
り
、
１
０
０

万
円
の
臨
時
積
み
立
て
を
行
っ
た
。

　
　
　
［
役
員
選
出
］　
４
ｐ
参
照

　

本
部
役
員
選
考
委
員
会
（
滝
澤
武
司
委
員
長
、
村

上
岩
船
支
部
）
か
ら
の
報
告
・
提
案
通
り
に
、
向
こ

う
２
年
間
の
本
部
役
員
が
選
出
さ
れ
た
。

　
　
　

活
動
方
針
］

重
点
１� 

新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
で
大
き
な
制
約
を
受
け

る
中
、「
新
退
教
ら
し
い
活
動
」
を
工
夫
す
る

　
　
　

・
投
書
奨
励
（
新
潟
日
報
等
へ
投
書
を
！

�

社
会
連
帯
、
発
言
、
脳
活
）

重
点
２ 

加
入
者
・
読
者
会
員
・
賛
助
会
員
を
増
や
す

重
点
３� 

今
後
の
新
退
教
づ
く
り
を
視
野
に
入
れ
な
が

ら
、
50
周
年
事
業
１
年
目
を
推
進
す
る

　
　
　
［
事
業
計
画
］　
３
ｐ
参
照

　

例
年
通
り
で
あ
る
が
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
禍
で
中
止

等
も
あ
り
う
る
。（
先
を
見
通
せ
な
い
の
が
辛
い
）

　
　
　
［
予
算
］　
５
ｐ
参
照

　

会
員
減
で
厳
し
い
予
算
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

　
　
　
［
50
周
年
記
念
事
業
関
係
］

　

５
／
28
、
実
行
委
員
会
（
各
支
部
１
人
＋
本
部
）

が
発
足
し
た
。
各
支
部
か
ら
の
委
員
は
次
の
通
り
。

　
　

１　

上
地　

源
光
（
新
潟
支
部
）

　
　

２　

横
山　
　

弘
（
長
岡
支
部
）

　
　

３　

小
林　

裕
史
（
三
南
支
部
）

　
　

４　

小
林　

公
一
（
柏
刈
支
部
）

　
　

５　

有
田　
　

好
（
北
新
支
部
）

　
　

６　

新
井　

秀
和
（
新
潟
五
泉
支
部
）

　
　

７　

遠
藤　
　

昇
（
西
蒲
燕
支
部
）

　
　

８　

渡
邊　
　

勲
（
北
魚
支
部
）

　
　

９　

小
野
塚
正
春
（
南
魚
支
部
）

　
　

10　

市
川　
　

正
（
中
魚
支
部
）

　
　

11　

松
村　

久
夫
（
上
越
支
部
）

　
　

12　

磯
谷　

正
芳
（
糸
魚
川
支
部
）

　
　

13　

本
間　

直
也
（
岩
船
支
部
）

　
　

14　

山
岸　

善
晴
（
佐
渡
支
部
）

新
退
教
総
会
　
中
止

　

１
年
前
、
副
会
長
に
任
命
い
た
だ
き
、
本
会
発
展

の
た
め
に
精
一
杯
の
努
力
を
す
る
つ
も
り
で
お
受
け

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
で
各

種
会
議
や
行
事
が
中
止
に
な
り
、
不
本
意
な
１
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
一
会
員
と
し
て
、
本
会
発
展
の
た
め
に
、

各
種
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
、
本
会
に
貢
献
で
き

た
ら
と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

４
期
８
年
の
長
い
任
期
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
皆
様
方
の
ご
指
導
ご
支
援
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
の
在
任
中
は
、
会
員
の
減
少
に
よ
る
財
源
の
圧

迫
が
大
き
な
課
題
で
し
た
。
そ
れ
で
、
組
織
対
策
委

員
会
が
特
設
さ
れ
、
様
々
な
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
関
係
者
の
実
践
努
力
に
よ
り
乗
り

越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

前
副
会
長

片　

桐　
　
　

信

�

（
上
越
支
部
）

前
会
計
監
査

鈴　

木　

誠　

司

�

（
西
蒲
燕
支
部
）
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新
任
に
あ
た
っ
て

就
任
に
あ
た
っ
て

第184号2021年７月１日

新退教　 2 0 2 1 行事等予定
（＊新型ウイルス禍で、取消線は中止、波線下線は変更箇所）

４／９（金）　①本部事務局会	 ４／24　新教組主催「退職教職員慰労会」
４／21（水）　会計監査	 ６／５　新教組定期大会
５／28（金）　新退教総会	 ６／11　日退教総会（日本教育会館）
７／１（木）　新退教通信184号発行	 ６／16　北ブロ総会（新退教 担当）
７／28（水）　②本部事務局会
９／15（水）　50周年事業実行委員会	 ８／23　新退連定期大会pm
10／20（水）　学びの集い	 ９／20　地公４単産・地公退高齢者集会（東京）
11／５（金）　③本部事務局会	 ９／21　日本退職者連合高齢者集会（東京）
12／１（水）　新退教通信185号発行	 ９／中旬　ワーク＆ライフ
12／13（月）　支部代表者会＆現退役員交流会	 10／７　五者合同学習会（東京）
１／上旬　　 新退教通信「加入案内号」発行	 10／８　日退教組織活動交流集会（東京）
２／上旬　　 ④本部事務局会	 10／16　新教組県教研（湯沢町）
３／１（火）　新退教通信186号発行	 １／８　新教組旗開き
３／９（水）　支部事務局長会＆教職員共済説明会

新退教本部事務局主催　＜ことぶき講座＞
◇14：00～15：30　新教組会館　申込は５日前までに

４／28（水）　始めよう エンディング・ノート
６／25（金）　４コマ漫画を描こう
７／16（金）　スマホ何でも相談
８／25（水）　ルールを知る…囲碁・将棋・麻雀　　　＜笑いヨガorフラダンス＆芸能ショー＞
９／22（水）　投書文を書こう	 ①９／10（金）
11／19（金）　子どもの本＆シルバーの本	 ②10／29（金）
１／14（金）　パソコン＆スマホ相談	 ③１／28（金）
２／16（水）　申告しよう　確定申告、市・県民税	 ④３／18（金）

　

こ
の
度
、
副
会
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
ど
う
か

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
退
教
は
高
齢
化
、
会
員
減
、
50
周
年
等
多
く
の

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
運
営
面
で
も
組
織
に
対
す

る
個
の
関
わ
り
方
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
こ
と
を

強
く
感
じ
て
い
ま
す
。
役
員
の
皆
様
と
新
退
教
の
在

り
方
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
40
周
年
記
念
誌
の
編
集
後
記
で
、
新
退
教
の

課
題
と
し
て
次
の
２
点
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

①　

会
員
加
入
促
進
と
財
政
再
建

　

②　

支
部
活
動
の
拠
点
確
保
と
組
織
の
維
持
存
続

　

今
も
続
く
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
の
た
め
に
、
会
計

監
査
の
視
点
か
ら
そ
の
方
向
性
を
見
定
め
、
皆
さ
ん

と
と
も
に
一
緒
に
考
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

微
力
で
す
が
、
精
一
杯
つ
と
め
ま
す
。

新
副
会
長

小　

池　
　
　

洋

�

（
上
越
支
部
）

新
会
計
監
査

中　

川　
　
　

清

�

（
西
蒲
・
燕
支
部
）



新 退 教 通 信 （4）第184号 2021年７月１日

支出の部� （決算増▲）
項　　　目 予　　算 決　　算 増　　減 適　　　　　用

会　

議　

費

１ 総 会 250,000 7,504 242,496 5月（中止・書面表決）
２ 支部代表者会 90,000 7,290 82,710 12月（中止・書面表決）
３ 支部事務局長会 30,000 12,714 17,286 3月
４ 北 ブ ロ 会 議 120,000 10,000 110,000 北ブロ負担金（北ブロ総会中止）
５ 特 設 委 員 会 60,000 0 60,000 （役員選考委員会、連絡を取り合って運営）
６ 事 務 局 会 140,000 60,472 79,528 事務局会、事務局各部会

小　　計 690,000 97,980 592,020

事
業
費

７ 情 宣 費 270,000 261,098 8,902 新退教通信、入会案内号
８ 行事・研修・調査 450,000 0 450,000 学びの集い中止
９ 記 念 事 業 0 0 0

小　　計 720,000 261,098 458,902

事　

務　

費

10 通 信 費 120,000 97,276 22,724 送料、切手・はがき、電話代
11 備品・消耗費 35,000 14,017 20,983 パソコンインク代、事務用品
12 各 種 旅 費 200,000 177,700 22,300 各種会議・ことぶき講師・作業補助等
13 雑 費 150,000 18,544 131,456 会計監査、教職員名簿、祝儀
14 事務局活動費 700,000 700,000 0 事務局活動費
15 事務局備品購入費 20,000 19,800 200 fax電話機入れ替え

小　　計 1,225,000 1,027,337 197,663
16 分 担 金 400,000 391,256 8,744 日退教、新潟県退職者連合
17 支 部 活 動 補 助 費 370,000 368,380 1,620 前年度納入金×0.16
18 積 立 金 50,000 1,050,000 ▲1,000,000 50周年積立（毎年5万、臨時100万…諸行事中止分）
19 予 備 費 360,480 0 360,480
20 そ の 他 0 0 0

小　　計 1,180,480 1,809,636 ▲629,156
合　　　　　計 3,815,480 3,196,051 619,429

2021年度　本部役員

2020年度　会 計 報 告
収入の部� （決算減△）

項　　　目 予　　算 決　　算 増　　減 適　　　　　用
１ 繰 越 金 815,472 815,472 0 前年度より繰越
２ 会 費 2,180,000 2,115,000 △65,000 1,000円×2,115人（会員2,099人＋読者会員16人）
３ 寄 付 金 700,000 700,000 0 新教組より
４ 預 金 利 子 8 9 1 利子
５ 雑 収 入 120,000 15,900 △104,100 チラシ配布8400、パンフ代7500
６ 計 3,815,480 3,646,381 △169,099

残高の部　　3,646,381（収入決算）　－　3,196,051（支出決算）　＝　450,330（残金）

役　　名 氏　　名 備　　考
会 長 大　坂　和　夫 新潟支部

副 会 長

小　幡　晴　美 小千谷魚沼支部
小　池　　　洋 上越支部
北　島　理　子 上越支部
米　山　忠　彦 長岡支部
岡　島　祐　次 新教組委員長

事 務 局 長 山　岸　　　修 新潟支部

幹 事

甲　斐　年　史 新潟支部
神　田　久　子 新潟五泉支部
里　村　俊　夫 西蒲・燕支部
篠　沢　　　講 西蒲・燕支部
本　間　　　満 新潟支部
徳　留　信　登 新教組書記長

顧 問 幸　田　赳　夫 西蒲・燕支部

会 計 監 査 土　田　　　博 三南支部
中　川　　　清 西蒲・燕支部

日退教北陸ブロック会長　大坂　和夫
新潟県退職者連合幹事　　大坂　和夫

　　特別会計１（50周年積立）
　2019年度末	 550,089
　2020年度積立・臨時	 1,050,000
　賛助会より	 50,000
　本年度利子	 5
　現在高	 1,650,094
　
　　特別会計２（災害基金）
　2019年度末	 2,591,444	 繰り越し
　義援金総額	 146,190	 2020 ７月豪雨義援金（11支部より）
　見舞金支出	 -146,190	 日退教へ送金
　利子	 24	 利息２回
　現在高	 2,591,468	 来年度へ繰越

　　特別会計３（賛助会）
　2019年度末	 1,366	 繰り越し
　2020年会費	 98,000	 収入　1,000円×98人
　　　情宣費	 -3,080	 支出　クリアホルダ
　　　通信費	 -18,980	 支出　新退教通信等送料
　　　旅　費	 -14,500	 支出 旅費（作業ボランティア等）
　　　補　助	 -60,800	 支出 50周年積立５万、取組支部助成
　　　現在高	 2,006	 来年度へ繰越



新 退 教 通 信（5） 第184号2021年７月１日

2021年度　新退教　各支部事務所
支部 〒 支　部　事　務　所 事務所℡ 支部長 事務局長

１ 新 潟 951-8122 新潟市中央区旭町通1-86-1 025-222-9839 本間　和行 上地　源光
２ 長 岡 940-0048 長岡市台町2-9-13　新学協中越出張所内 0258-35-2854 横山　　弘 諏訪部寛栄
３ 三 南 955-0046 三条市興野3-1-9　教育文化会館内 0256-33-2347 土田　　博 宮島　敏明
４ 柏 刈 945-0055 柏崎市駅前2-2-18-202　サンライズビル3F 0257-23-2862 吉田　教悟 小林　公一
５ 北 新 957-0016 新発田市豊町1-2-13　下越支部会館内 0254-22-2065 有田　　好 古田セツ子
６ 新潟五泉 956-0861 新潟市秋葉区北上3-8-21 0250-23-3279 佐々木　均 新井　秀和
７ 西蒲・燕 959-0134 燕市真木山251 0256-98-2589 遠藤　　昇 原田　完二
８ 北 魚 949-7302 南魚沼市浦佐895-3　魚沼支部会館内 025-788-1101 小林　謙一 武田　定純
９ 南 魚 949-7302 南魚沼市浦佐895-3　魚沼支部会館内 025-788-1101 若井　利信 庭野　和也
10 中 魚 942-1526 十日町市松代3514 025-597-3546 市川　　正 高橋吉太郎
11 上 越 943-0821 上越市土橋中島816-1　教育会館内 025-525-5535 小池　　洋 松村　久夫
12 糸 魚 川 949-0301 糸魚川市須沢3549 025-562-3528 磯谷　正芳 野上　正和
13 村上岩船 958-0847 村上市大工町1-4　教職員組合会館内 0254-53-2292 滝沢　武司 山口又一郎
14 佐 渡 952-1313 佐渡市八幡町330-3　佐渡教育会館内 0259-57-2337 山岸　善晴 清水　　勝

支出の部� （昨年度比減▲）
項　　　目 本年度予算 昨年度予算 増　　減 適　　　　　用

会　

議　

費

１ 総 会 250,000 250,000 0 ５月
２ 支部代表者会 90,000 90,000 0 12月
３ 支部事務局長会 30,000 30,000 0 ３月
４ 北 ブ ロ 会 議 120,000 120,000 0 北ブロ総会、代表者会
５ 特 設 委 員 会 0 60,000 ▲60,000 （役員選考委員会を設置しない）
６ 事 務 局 会 140,000 140,000 0 事務局会、事務局各部会

小　　計 630,000 690,000 ▲60,000

事
業
費

７ 情 宣 費 270,000 270,000 0 新退教通信、加入案内号
８ 行事・研修・調査 400,000 450,000 ▲50,000 学びの集い
９ 記 念 事 業 0 0 0 （50周年実行委員会は別会計で）

小　　計 670,000 720,000 ▲50,000

事
務
費

10 通 信 費 120,000 120,000 0 送料、切手・はがき、電話代
11 備品・消耗費 35,000 35,000 0 パソコンインク代、事務用品
12 各 種 旅 費 150,000 200,000 ▲50,000 各種会議・講師・作業補助等の旅費
13 雑 費 100,000 150,000 ▲50,000
14 事務局活動費 700,000 700,000 0 事務局活動費
15 事務局備品購入費 0 20,000 ▲20,000 fax電話機

小　　計 1,105,000 1,225,000 ▲120,000
16 分 担 金 400,000 400,000 0 日退教、新潟県退職者連合
17 支 部 活 動 補 助 費 340,000 370,000 ▲30,000 前年度納入金×0.16
18 積 立 金 50,000 50,000 0 50周年積立
19 予 備 費 55,333 360,480 ▲305,147
20 そ の 他 0 0 0

小　　計 845,333 1,180,480 ▲335,147
合　　　　　計 3,250,333 3,815,480 ▲565,147

2021年度　予 　 算
収入の部� （昨年度比減▲）

項　　　目 本年度予算 昨年度予算 増　　減 適　　　　　用
１ 繰 越 金 450,330 815,472 ▲365,142 前年度より繰越
２ 会 費 2,000,000 2,180,000 ▲180,000 1,000円×2,000人
３ 寄 付 金 700,000 700,000 0 新教組より
４ 預 金 利 子 3 8 ▲5 利子
５ 雑 収 入 100,000 120,000 ▲20,000 全国生きがい協会（行事補助10万）
６ 計 3,250,333 3,815,480 ▲565,147
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支 部 か ら の た よ り

第184号 2021年７月１日

早
期
退
職
か
ら
の
楽
し
み

南
魚
支
部　

事
業
部
長

武　

淵　

和　

昭

　

定
年
退
職
の
挨
拶
状
が
届
き
、
自
分
も
今
年
が

退
職
の
年
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
出
し
た
。

　

旅
館
を
継
ぐ
た
め
に
退
職
し
、
初
め
は
毎
日
が

日
曜
日
で
楽
だ
と
思
っ
た
が
、
旅
館
は
日
曜
日
こ

そ
忙
し
く
休
み
が
な
い
と
知
っ
た
。

　

旅
館
を
休
み
に
し
て
、「
大
人
の
休
日
パ
ス
」

支
部
活
動
と
コ
ロ
ナ
ま
ん
延

村
上
岩
船
支
部

滝　

沢　

武　

司

　

去
年
２
月
頃
か
ら
ま
ん
延
し
始
め
た
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
の
猛
威
は
、
人
々
の
対
策
と
忍
耐
を

嘲
笑
う
か
の
よ
う
に
未
だ
衰
え
る
こ
と
を
知
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
影
響
は
、
人
々
の
日
常
の
生
活
は
勿
論
、

組
織
も
２
年
連
続
で
本
部
・
支
部
総
会
が
開
催
で

き
ず
、
活
動
方
針
や
具
体
的
な
活
動
計
画
等
の
形

式
承
認
の
形
で
運
営
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
継
続
し
て

き
た
各
種
活
動
や
会
合
も
思
う
よ
う
に
動
か
な
い

　
　
支
部
だ
よ
り
　
号

上
越
支
部　

幹
事

小　

松　

は
る
子

　

上
越
支
部
だ
よ
り
が
100
号
発
刊
を
迎
え
た
。

100
号
発
刊
を
機
に
た
よ
り
を
読
み
返
し
て
み

た
。

●
第
30
号
平
成
11
年
６
月　

支
部
総
会
に
100

名
出
席
、
15
名
の
新
会
員
加
入
。「
加
入
率

低
下
を
懸
念
」
と
あ
る
。
今
抱
え
て
い
る
課

題
が
既
に
こ
の
時
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ

と
に
驚
い
た
。

●
第
70
号
平
成
23
年
３
月　

与
党
民
主
党
・

国
会
議
員
は
襟
を
正
し
て
日
本
を
救
え
（
２

月
22
日
…
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ク
ラ
イ
ス

ト
チ
ャ
ー
チ
直
下
型
地
震
、
３
月
11
日
…
東

日
本
大
震
災
、
３
月
12
日
…
長
野
北
部
地
震
、

大
雪
。）
10
年
た
っ
た
今
も
な
お
復
興
半
ば

で
あ
る
!!　

そ
し
て
、
新
型
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
中
の
人
を
苦
し
め
て
い
る
。

　

た
よ
り
か
ら
は
、
出
来
事
ば
か
り
で
な
く
、

困
難
に
立
ち
向
か
う
諸
先
輩
方
の
前
向
き
な

姿
勢
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
一
人
で
は
で
き
な

く
て
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
。
新
退
教
の
一

員
と
し
て
で
き
る
こ
と
が
!!

で
旅
行
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
青
森
日
帰
り
、

富
士
山
を
見
に
日
帰
り
、
餃
子
を
食
べ
る
だ
け
の

た
め
に
宇
都
宮
へ
、
と
そ
の
日
に
思
い
つ
く
ま
ま

新
幹
線
に
飛
び
乗
っ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
旅
行
も
還
暦
祝
い
も
我

慢
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
で
き
た
な
ら
、

あ
れ
を
し
よ
う
こ
れ
を
し
よ
う
と
考
え
る
こ
と
が

今
の
楽
し
み
。

　

高
校
の
２
年
生
の
ク
ラ
ス
で
同
級
会
を
す
る
こ

と
も
、
必
ず
実
行
す
る
最
優
先
事
項
で
あ
る
。

　

楽
し
み
は
待
つ
時
間
も
楽
し
い
。

状
況
で
す
。

　

し
か
し
具
体
的
活
動
が
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
い

て
ば
か
り
で
動
か
な
け
れ
ば
前
進
は
な
く
、
苦
況

や
停
滞
を
ど
う
克
服
す
る
か
考
え
る
必
要
が
大
切

で
す
。

　

そ
の
一
つ
の
手
掛
り
に
、
ま
も
な
く
「
新
退
教

結
成
50
周
年
事
業
」
が
具
体
的
に
取
り
組
ま
れ
ま

す
。

　

ぜ
ひ
「
新
退
教
に
集
う
な
か
ま
」「
つ
な
が
り

の
大
切
さ
」「
温
か
さ
の
実
感
」
を
み
ん
な
で
考

え
合
い
、
語
り
合
い
、
新
た
な
角
度
か
ら
具
体
的

な
活
動
が
提
起
さ
れ
、
飛
躍
を
願
い
た
い
と
期
待

し
ま
す
。

100
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が
ん
ば
れ
後
輩
！

が
ん
ば
れ
新
教
組
！

第184号2021年７月１日

　
学
び
の
集
い 

ご
案
内

　

今
年
度
は
半
日
日
程
で
開
催
し
ま
す
。
講
師
は
伊

藤
充
さ
ん
で
、『
新
潟
県
県
民
性
の
歴
史
』『
新
潟
県

県
民
性
の
人
物
史
』『
新
潟
県
県
民
性
の
民
俗
史
』

の
３
部
作
を
著
す
な
ど
、
県
民
性
に
造
詣
が
深
い
方

で
す
。ご
期
待
く
だ
さ
い
。（
参
加
申
込
は
各
支
部
へ
）

・
期
日　

10
／
20
（
水
）
10
時
半
～　

新
教
組
会
館

・
講
演　

伊
藤
充
さ
ん
（
新
潟
青
陵
大
学
特
任
教
授
）

　
　
　
　
「
新
潟
県
の
女
性
と
県
民
性

�
～
そ
の
歴
史
と
未
来
～
」

　
年
金
減
と
ウ
イ
ル
ス
禍

　

本
年
度
の
年
金
額
は
、
０
．
１
％
下
が
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
改
定
は
４
年
ぶ
り
で
す
が
、
来
年
度
以
降

も
引
き
下
げ
が
続
き
そ
う
で
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
禍
で
昨
年
の
賃
金
水
準
は
下
が
り
ま
し

た
。
年
金
額
改
定
の
基
と
な
る
賃
金
水
準
は
、
過
去

３
年
間
平
均
を
採
る
た
め
、
来
年
度
以
降
３
年
間
の

年
金
額
を
押
し
下
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
今
後
マ
イ
ナ

ス
改
定
が
続
く
と
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の

「
繰
り
越
し
」
に
よ
り
、
物
価
上
昇
場
面
で
も

年
金
額
は
上
が
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　

年
金
生
活
を
守
る
た
め
、
日
退
教
・
日
退
連
・

退
公
連
等
と
手
を
携
え
、
声
を
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　
署
名
の
お
願
い

　

３
月
の
標
準
法
改
正
で
、
全
国
的
に
は
小
２

～
小
６
の
35
人
学
級
が
５
年
か
け
て
実
現
し
ま

す
。

　

新
潟
県
で
は
小
中
学
校
の
35
人
以
下
学
級
が

導
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
新
教
組
を
中
心
と

す
る
運
動
の
成
果
で
す
。
今
年
も
、
小
５
以
上

の
下
限
25
人
条
件
の
撤
廃
等
を
求
め
、
12
月
県

議
会
に
提
出
す
る
「
30
人
以
下
学
級
実
現
…
教

育
予
算
増
」
の
請
願
署
名
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

・
署
名
用
紙
１
枚
に
10
筆
。（
１
筆
で
も
Ｏ
Ｋ
）

・
提
出
先
は
新
退
教
各
支
部

こんにちは 新教組です
　
　
　

感
染
症
の
影
響
で
、
昨
年
度
は
ほ
と
ん
ど
の
会

議
・
集
会
を
中
止
と
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
会
議

に
リ
モ
ー
ト
参
加
で
き
る
よ
う
環
境
を
整
え
、
組

合
員
が
集
ま
る
機
会
を
確
保
し
た
り
、
安
心
し
て

活
動
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
課
題
で
あ
る
組
織
強
化
・
拡
大
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
と
り
く
み
、

仲
間
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

県
央
支
部
書
記
長

小こ　

林
ば
や
し　

靖や
す　

裕ひ
ろ

�

（
三
条
市
嵐
南
小
）

　
　
　［
教
員
免
許
状
更
新
講
習
］

　

２
０
２
１
年
４
月
２
８
日
付
の
文
科
省
通
知
に

よ
り
、
定
年
退
職
者
等
の
再
任
用
等
（
常
勤
、
非

常
勤
は
問
わ
な
い
）
に
あ
た
っ
て
は
、
教
員
免
許

状
更
新
講
習
の
未
更
新
者
が
更
新
講
習
を
受
講
し

な
く
て
も
採
用
可
能
と
な
っ
た
。

（
未
更
新
者
が
現
場
復
帰
の
際
、
免
許
更
新
講
習

の
再
受
験
が
負
担
と
な
り
、
教
員
の
欠
員
が
出
る

現
状
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
日
教
組
は
、
法
改

正
を
含
め
た
免
許
更
新
制
の
早
期
廃
止
を
引
き
続

き
強
く
求
め
て
い
る
。）
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デ
ジ
タ
ル
化
と
個
人
情
報

�

山
上
オ
ク
ラ　

フ
ァ
イ
ブ
ジ
ー
？
オ
レ
等
の
こ
と
か
と
皆
に
聞
き

　

政
府
は
デ
ジ
タ
ル
庁
な
る
も
の
を
新
設
し
、
様
々

な
デ
ジ
タ
ル
化
を
押
し
進
め
た
い
ら
し
い
。

　

あ
る
人
が
指
摘
す
る
。
運
転
免
許
証
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、銀
行
口
座
を
デ
ジ
タ
ル
化（
紐
付
け
）

す
る
と
、
政
府
に
都
合
の
悪
い
言
動
を
し
た
人
の
免

許
証
取
り
上
げ
と
口
座
差
し
止
め
が
、
い
と
も
簡
単

に
で
き
る
の
だ
と
。

　

個
人
情
報
の
管
理
は
死
ぬ
ま
で
、
い
や
死
ん
で
も

気
を
付
け
な
い
と
。
そ
れ
が
本
当
の
故
人
情
報
！

み
ん
な
の
広
場

〔
ミ
ニ
情
報
〕

〇�

会
員
夫
妻
の
「
ぎ
ゃ
ら
り
ー
浜
つ
ば
き
」（
℡

0256-77-2013

、
土
日
月
開
館)　

７
／
31
～
８
／

30
（
８
／
14
～
16
休
み
）
渡
辺
欣
次
版
画
展
（
96

才
山
の
日
に
寄
せ
て
）、
９
／
11
～
27
山
田
貴
広

焼
き
絵
展
、
10
／
２
～
18
金
子
朗
子
き
り
え
展
、

10
／
23
～
11
／
８
黒
田
明
子
（
木
版
画
）・
浦
上

幸
子
（
陶
芸
）
展
、11
／
13
～
29
谷
和
彦
（
帽
子
）・

ア
リ
ア
ナ
キ
ム
リ
（
仏
画
）
展
、
12
／
４
～
20
ね

ん
ど
母
さ
ん
縁
起
人
形
展

〇�

会
員
の
小
山
孝
治
さ
ん
は
、
２
月
に
文
芸
社
か
ら

童
話
『
ア
マ
ビ
エ
く
ん
』
を
出
版
し
た
。（
ペ
ン

ネ
ー
ム
小
山
宗
太
郎
、
１
２
０
０
円
＋
税
、
新
退

教
通
信
前
号
参
照
）

○�

４
月
の
十
日
町
市
議
会
選
挙
で
滝
沢
貞
親
さ
ん
が

当
選
。
こ
れ
で
県
内
の
日
政
連
議
員
は
計
９
人
に

な
っ
た
。（
日
政
連
議
員
を
増
や
そ
う
！
）

○�
７
／
31 

名
立
機
雷
事
件
を
通
し
て
平
和
を
考
え

る 16:00
～
上
越
教
育
会
館　

新
教
組
上
越
支
部

○
８
／
１　

長
岡
大
空
襲
の
日

　

8:00

～　

�

亡
く
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
…
略
…
を
追

悼
す
る
集
い
（
平
和
の
森
公
園
）

　

9:00

～　

平
和
祈
念
式
典
（
ア
オ
ー
レ
長
岡
）

〇
新
教
組　

県
教
育
研
究
集
会　

10
／
16 

湯
沢
町

◇�

改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
が
４
／
１
か
ら
施
行

さ
れ
、
70
歳
ま
で
の
就
業
機
会
の
確
保
を
努
力
義

務
と
し
て
企
業
に
課
し
た
。

◇�

65
歳
以
上
の
県
内
介
護
保
険
料
（
今
後
３
年
間
の

基
準
月
額
）
の
県
平
均
は
６
３
０
２
円
で
過
去
最

高
。（
発
足
時
の
２
０
０
０
年
は
２
７
７
４
円
）

◇�

後
期
高
齢
者
の
医
療
窓
口
負
担
を
２
割
に
上
げ
る

「
医
療
制
度
改
革
関
連
法
案
」
が
成
立
し
、「
課

税
所
得
28
万
円
以
上
か
つ
年
収
２
０
０
万
円
以
上

（
現
役
並
み
は
３
割
）
は
窓
口
負
担
２
割
」
に
な

る
。（
退
職
者
連
合
は
２
割
負
担
に
基
本
的
に
反

対
し
、
避
け
ら
れ
な
い
と
す
れ
ば
所
得
の
高
い
範

囲
に
す
べ
き
と
主
張
し
て
き
た
）
新
設
後
、
政
令

で
年
収
基
準
を
引
き
下
げ
る
こ
と
は
可
能
な
の
で
、

厳
し
い
監
視
が
必
要
。

☆�

世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
３
月
に
男
女
格
差
報
告

を
公
表
し
た
。
日
本
は
１
２
０
位
で
先
進
７
か
国

中
最
下
位
。
特
に
遅
れ
て
い
る
の
が
政
治
分
野
１

４
７
位
（
女
性
の
議
員
や
閣
僚
が
少
な
い
等
）。

政
府
の
本
気
度
が
問
わ
れ
る
。

☆�

「
国
境
な
き
記
者
団
」
に
よ
る
日
本
の
報
道
自
由

度
は
67
位
（
昨
年
66
位
）。

　
　
原
稿
募
集

　
「
４
コ
マ
漫
画
」「
み
ん
な
の
広
場
」「
ミ
ニ
情
報
」

等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
応
募
を
。

　
　
　
　<

あ
と
が
き>

　

選
挙
違
反
の
河
井
夫
妻
へ
自
民
党
が
支
出
し
た

１
・
５
億
円
を
巡
っ
て
、
幹
事
長
も
当
時
の
選
対
委

員
長
も
関
与
し
て
な
い
と
言
う
。
で
は
、
誰
が
？　

不
正
腐
敗
選
挙
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。�

（
山
岸
）

　
　
　［
今
、
学
校
で
］

　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
下
、
全
て
の
小
中
学

校
に
お
い
て
「
一
人
一
台
端
末
」
が
ほ
ぼ
整
備
さ
れ

た
。
家
庭
で
の
パ
ソ
コ
ン
有
無
等
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
格
差

を
埋
め
る
意
味
で
も
重
要
だ
が
、
教
職
員
の
負
担
が

大
き
い
。
ぜ
ひ
教
職
員
増
を
。

　
　
　
教
職
員
共
済 
［
自
然
災
害
共
済
］

　

雪
害
・
風
水
害
・
地
震
に
よ
り
建
物
が
損
壊
し
た

場
合
の
補
償
に
は
定
評
が
あ
る
。
火
災
共
済
と
セ
ッ

ト
で
契
約
。
掛
け
金
は
少
し
高
い
が
万
一
の
場
合
に

は
断
然
効
果
を
発
揮
す
る
。
一
度
見
積
も
り
依
頼
を
。


